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第５章  

事故・災害等発生時の心のケア 

１．事故・災害等発生時における心のケアの必要性 

事故・災害等の発生により、幼児児童生徒の心身の健康に大きな影響を与えることがある。事件や

事故、大きな災害に遭遇し、「家や家族・友人などを失う」、「事故を目撃する」、「犯罪に巻き込まれ

る」などの強い恐怖や衝撃を受けた場合、不安や不眠などのストレス症状が現れることが多い。こう

した反応は誰にでも起こり得ることであり、通常のストレスの場合、時間の経過とともに薄らいでい

くものであるが、ストレスの大きさや種類によっては症状が長引き、生活に支障を来すなどして、そ

の後の成長や発達に大きな障害となることもある。そのため、日頃から幼児児童生徒の健康観察を徹

底し、情報の共有を図るなどして早期発見に努め、適切な対応と支援を行うことが必要である。 

心のケアに関しては、学校保健安全法第 29 条において「学校においては、事故等により児童生徒

等に危害が生じた場合において、当該児童生徒等及び当該事故等により心理的外傷その他の心身の

健康に対する影響を受けた児童生徒等その他の関係者の心身の健康を回復させるため、これらの者

に対して必要な支援を行うものとする。この場合においては、第 10条の規定を準用する。」と規定さ

れている。（学校安全参考資料『「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育』（文部科学省）より参照） 

 

２．事故・災害等発生時における心のケアの基本的理解 

事故・災害等発生時に求められる心のケアは、ストレスの種類や内容による異なるが、心のケアを

適切に行うためには、幼児児童生徒に現れるストレス症状の特徴や基本的な対応を理解しておくこ

とが必要である。 

（１） 事故・災害等発生時におけるストレス症状 

事件や事故、大きな災害に遭遇すると、恐怖や喪失体験などの心理的ストレスによって、心の                

症状だけでなく身体の症状も現れやすいことが幼児児童生徒の特徴である。また、症状は心理的

ストレスの種類・内容、ストレスを受けてからの時期によって変化する。そのようなストレス症

状には、情緒不安定、体調不良、睡眠障害など年齢を問わず見られる症状と、年齢や発達の段階

によって異なる症状が含まれる。幼稚園から小学校低学年までは、腹痛、嘔吐、食欲不振、頭痛

などの身体症状が現れやすく、それら以外にも興奮、混乱などの情緒不安定や、行動上の異変（落

ち着きがなくなる、理由なくほかの幼児児童生徒の持ち物を隠す等）などの症状が出現しやすい。

小学校の高学年以降（中学校、高等学校を含む）になると、身体症状とともに、元気がなくなっ

て引きこもりがちになる（うつ状態）、ささいなことで驚く、夜間に何度も目覚めるなどの症状

が目立つようになり、大人と同じような症状が現れやすくなる。事故・災害等発生時における幼

児児童生徒のストレス反応は誰にでも起こり得ることであり、ストレスが強くない場合には、心

身に現れる症状は悪化せず数日以内で消失することが多いが、生命に関わりかねない状況の体験

や目撃、性被害などの激しいストレス（心的外傷あるいはトラウマ）にさらされた場合は、様々

な疾患を発症することがある。 

（２） 事故・災害等発生時における心のケアの留意点 

事故・災害等発生時に求められる心のケアは、その種類や内容により異なるが、基本的な留意

点として次の事項が挙げられる。 

①  迅速に安否確認や心身の健康状態の把握を行う。そのためには、休日に発生した事故等で
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も、幼児児童生徒、保護者、教職員の所在等を確認できるよう事前に連絡方法を確認してお

く。また、幼児児童生徒の心のケアに当たり、その家族・友人・関係者の安否や被災状況に

ついてもできる限り把握しておくことが重要である。 

②  特に、災害の場合には、まず、幼児児童生徒に安心感や安全感を取り戻させることが大切

であることから、ライフラインの復旧をはじめ、できるだけ早期に平常時の生活に戻ること

が大切となる。 

③  命に関わるような状況に遭遇したり、それを目撃したりした場合などには、通常のストレ

スでは生じない精神症状と身体症状が現れることがある。その代表は先述のＡＳＤやＰＴＳ

Ｄであるが、事故等発生の直後には現れず、しばらくたってから症状が現れる場合があるこ

とを念頭に置く必要がある。また、事故等に遭遇・目撃した幼児児童生徒のみならず、その

保護者や兄弟姉妹にも精神的な症状が発現することにも配慮しておく必要がある。 

④  通学路を含めた学校園における事故・災害等発生時による幼児児童生徒の命に関わる出来

事に対して、迅速に適切な応急手当を行う。事態への対応に当たっては、幼児児童生徒に不

要な動揺や風評が広まることのないように、幼児児童生徒や保護者への情報の伝え方（い

つ・誰が・誰に・何を）については共通理解を図った上で実施する。また、被害を受けた幼

児児童生徒の保護者へは、正確な情報提供（発生状況、健康被害状況、病院への搬送等）が

速やかに行えるようにすることが重要である。日頃から応急手当等が適切に行われるように

訓練を行うなど、救急体制の整備に努める。 

⑤  障がいや慢性疾患のある幼児児童生徒の場合、事故・災害等発生時には、平常時の状況に

比べ、様々な困難がある状況になっている。例えば、日常生活上の介助や支援が不足した

り、必要な情報が正しく伝わらないなどの不安を抱えていたりすることも多い。そのため、

心のケアを考える際には、これらの不安等への配慮や、障がいの特性及び症状の悪化に対す

る十分な配慮が必要となる。 

⑥  事故・災害等発生時には、教職員が大きなストレスを受けることが多い。幼児児童生徒の

心の回復には、幼児児童生徒が安心できる環境が不可欠であり、それには、周りの大人の心

の安定が大切である。教職員自身のメンタルヘルスにも十分な配慮を払うことが、幼児児童

生徒の心のケアにおいても重要となる。このことは、保護者においても同様である。 

以上、事故・災害等発生時における心のケアの基本的な留意点について述べたが、適切な心のケ

アの基盤となるのは、「毎日の健康観察」「メンタルヘルスを担う校内組織体制の構築」「心のケ

アに関する教職員等の研修」「心身の健康に関する支援」「心身の健康に関する指導」「医療機関

をはじめとする地域の関係機関等との連携」など、平常時からの取組である。さらに、危機管理マ

ニュアル（警備及び防災計画等）に心のケアを位置付け、実効性のあるマニュアルにするために、

定期的に見直しを図ることが大切である。 

 

３．学校園における心のケアの基本的な体制 

（１） 学校園の役割 

学校園は、幼児児童生徒の心のケアを安全管理の一環として捉え、危機管理マニュアルの中

に位置付け、教職員がそれぞれの役割を果たすことが必要である。平常時から心のケアを担当

している校園内組織が円滑に機能していることが、事故・災害等発生時の迅速な対応につなが

る。 
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（２） 専門家・専門機関等の協力 

学校園においては、平素から、地域にどのような専門家・専門機関等が地域資源としてある

かを把握しておき、受診先及び相談機関として協力が得られるような連携を図っておく。 

（３） 保護者との連携 

学校園においては、平素から、保護者と連絡調整しながら、専門家、専門機関等の協力を得

ることについて理解や協力が得られるような連携を図っておく。 

 

４．平常時の心の健康づくり 

幼児児童生徒に対しては、普段から自分自身の心の健康を保つことを心掛けるよう指導すること

が重要であり、発達の段階に応じ、日常生活において円滑な人間関係のもち方やストレスの対処方

法等を指導しながら、心の健康、健康的な人間関係や行動を促進するための基礎を形成することが

必要である。また、発達の段階に応じ、幼児児童生徒に事故・災害等発生時及びその後の心の変化

等について理解させ、それらへの対処方法等についても指導し、幼児児童生徒の心の健康づくりを

図っていく必要がある。幼児児童生徒の心のケアについては、教職員が幼児児童生徒の話を十分に

聞いてやり、幼児児童生徒の体験や不安な感情を分かち合って幼児児童生徒の心に安心感を与える

ことが重要であり、平素から幼児児童生徒の心の動きを把握し、気になる幼児児童生徒に気を配る

などし、日頃から信頼関係を築いておくことが大切である。 

 

５．心の健康状態の把握 

事故・災害等発生時及びその後に、幼児児童生徒の心身の健康状態を把握するには、健康観察、

保健調査、保健室来室状況等の情報を相互に関連させ、個々の実態を分析する中で、課題や対応の

方法を明らかにする必要がある。また、把握した情報内容によっては、校種間で連絡調整を図るこ

とも考えておかなければならないし、適時に専門家・専門機関への紹介が行えるよう、平素から体

制を整えておく必要がある。また、個別及び長期的ケアが必要な幼児児童生徒を見落としてはなら

ない。 

健康観察は、平常時に行っている一般的な身体状況の観察事項のほかに、イライラの有無、落ち

着きのなさ等を追加して観察する。その際、対象者に大きな負担を掛けたり心を傷つけたりするこ

とのないよう配慮が必要である。 

（学校安全参考資料『「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育』（文部科学省）参照） 

 

≪関係機関連絡先≫ 

・中央こども相談センター            ０６－４３０１－３１００ 

・北部こども相談センター            ０６－６１９５－４１１４ 

・南部こども相談センター            ０６－６７１８－５０５０ 

・大阪市こころの健康センター（こころの悩み相談）０６－６９２３－０９３６ 

 

○ 学校安全参考資料「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育（平成 31年 3月文部科学省） 

  https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1416715.htm 

 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1416715.htm
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６．応急手当 ≪市民防災マニュアルより（大阪市危機管理室）≫ 
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